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複合動詞後項における意味的抽象化に関する研究 
―移動動詞を中心に― 
本論文は、移動動詞を中心に、複合動詞後項における意味的抽象化の問題を考察するものである。
全体は序論、本論、結論の３部構成をとり、１２の章から構成される。 
まず、序論は４つの章から成り立つ。第１章「複合動詞後項の意味的抽象化」は、本論文のテーマ
である「意味的抽象化」という概念について定義を行う。第２章「先行研究」と第３章「本研究の立
場」は、本論文に関わる先行研究を整理したうえで、本論文がとるべき立場を明確にする。第４章「本
研究の目的とその構成」は、次の章以下の考察の目的を提示し、論文の構成について説明する。 
次に、本論は第Ⅰ部の４つ章と第Ⅱ部の３つの章から構成される。第Ⅰ部は複合動詞後項におけ
る意味的抽象化を全体的に扱い、第Ⅱ部は特に複合動詞後項の「副詞的修飾」に焦点を当てる。 
第Ⅰ部の第５章「日本語の複合動詞「～こむ」類と中国語の複合動詞「～进/入」類との対照研究
－認知意味論からのアプローチ－」は、認知意味論の観点から、「～こむ」類と「～进/入」類の意
味拡張がどのように対応するかを論ずる。第６章「上昇を表す複合動詞の日中対照研究－「～上げ
る」と「～上」を対象として－」は、文法化の視点も交え、「～上げる」と「～上」の基本義から拡
張義までの意味発展のプロセスを明らかにする。第７章「複合動詞「～つける」の後項の意味につ
いて－本動詞との関連から－」は、本動詞と複合動詞後項との関連から「～つける」の意味的抽象
化について考察する。第８章「複合動詞後項における意味的抽象化」は、さらに対象語を増やして
論じることで、その傾向が「原義（方向）→アスペクト→副詞的修飾→モダリティ（感情的意味）」
の４段階として説明されることを明らかにする。第Ⅱ部の第９章「強調を表す複合動詞後項の成立
要因について－「～こむ」と「～きる」を対象として－」は、複合動詞後項の「副詞的修飾」のあ
り方を検討する。第１０章「複合動詞の後項が前項を副詞的に修飾する場合－「～こむ」を対象と
して－」は、前章の「～こむ」について、あらためて文法化のプロセスを分析する。第１１章「複
合動詞後項における副詞的意味のあり方について－「～つける」の場合－」は、また別の事例から
複合動詞後項が前項を副詞的に修飾する場合の特徴とその成立要因を考察する。 
最後に、結論の第１２章「終章」は、各章における論述を全体的に振り返りながらこの研究の成
果と意義を述べ、本論文で解決までに至らなかった問題点や今後の課題などを指摘する。 
日本語の複合動詞についてはこれまでも研究が盛んに行われてきたが、本論文は動詞後項の違いに注
目し、その意味的抽象化が４つの段階に分けてとらえられることを提案した点に特色がある。また、３
つ目の段階として「副詞的修飾」という段階を設定し、その特徴について明らかにした点に意義が認め
られる。その成果は、従来の複合動詞研究を大きく前進させたものとして高く評価できる。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
